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年
頭
の
ご
挨
拶

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
並
び
に
戦
没
者
慰
霊
諸
団

体
の
皆
様
に
は
、
御
家
族
共
々
、
良
い
お
正

月
を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
、
本
協
議
会
の
活
動
に
、

多
大
の
御
協
力
、
御
支
援
を
い
た
だ
き
、
心

か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

加
う
る
に
昨
年
は
、
英
霊
の
志
を
継
承
す

る
会
と
ハ
ワ
イ
明
治
会
の
方
々
に
新
た
に
正

会
員
と
し
て
御
加
入
い
た
だ
き
、
本
協
議
会

正
会
員
団
体
は
、
四
十
一
団
体
を
数
え
る
に

至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
は
じ
め
七
個
の
団
体
・
企
業
の
皆

様
に
、
特
別
会
員
と
し
て
御
加
入
い
た
だ

き
、
現
在
の
特
別
会
員
総
数
は
十
四
個
を
数

え
ま
す
。
個
人
賛
助
会
員
に
つ
い
て
も
、
新

た
に
二
十
一
名
（
十
一
月
末
現
在
）
の
方
々

に
御
入
会
い
た
だ
き
ま
し
た
。
戦
没
者
慰
霊

に
寄
せ
ら
れ
る
皆
様
の
熱
い
思
い
に
感
銘
を

受
け
、
皆
様
の
御
期
待
に
背
か
ぬ
よ
う
、
こ

の
国
の
戦
没
者
慰
霊
事
業
の
更
な
る
推
進
に

邁
進
す
る
こ
と
を
、
私
ど
も
一
同
、
改
め
て

心
に
誓
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
昨
年
は
、
戦
没
者
の
慰
霊
活
動
に

と
っ
て
、
幾
つ
か
の
喜
ぶ
べ
き
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
ず
、
安
倍
総
理
の
靖
國
神
社
参
拝
（
一

昨
年
末
）
が
あ
り
ま
し
た
。
内
外
か
ら
の
謂

わ
れ
な
い
反
対
を
押
し
切
っ
て
の
毅
然
た
る

姿
勢
で
の
安
倍
総
理
の
靖
國
神
社
参
拝
が
実

現
し
、
こ
れ
に
対
す
る
世
論
の
多
く
が
好
意

的
で
あ
っ
た
こ
と
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

ま
た
八
月
十
五
日
に
は
、
総
理
の
参
拝
こ
そ

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
十
七
万
人
を
超
え

る
人
達
が
靖
國
神
社
を
訪
れ
、
さ
し
た
る
混

乱
も
な
く
粛
々
と
参
拝
が
な
さ
れ
た
こ
と
、

同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

更
に
七
月
に
は
、
安
倍
総
理
の
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
「
ニ
ユ
ー
ギ
ニ
ア

戦
没
者
の
碑
」
参
拝
が
あ
り
ま
し
た
。
我
が

国
が
海
外
に
建
立
し
た
戦
没
者
慰
霊
碑
へ
の

総
理
大
臣
に
よ
る
公
式
参
拝
は
戦
後
初
め
て

と
の
こ
と
で
、
安
倍
総
理
の
戦
没
者
慰
霊
へ

の
思
い
入
れ
に
、
改
め
て
感
銘
を
深
く
し
た

出
来
事
で
し
た
。

ま
た
、
十
月
に
は
、
海
上
自
衛
隊
の
練
習

艦
隊
が
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
を
訪
問
し
、
戦

没
者
の
御
遺
骨
一
三
七
柱
を
収
容
し
て
帰
国

し
ま
し
た
。
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇
が
、
先
の

大
戦
で
の
戦
没
者
の
遺
骨
帰
還
に
加
わ
っ
た

こ
と
も
戦
後
初
め
て
の
例
と
の
こ
と
で
、
海

上
自
衛
隊
の
儀
仗
を
も
っ
て
帰
国
を
果
た
さ

れ
た
戦
没
者
の
御
霊
も
さ
ぞ
や
お
喜
び
の
こ

と
と
拝
察
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

島 村 宜 伸 会 長

靖
國
大
絵
馬
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
伊
勢
絵

馬
協
賛
会
安
田
識
人
氏
か
ら
御
祭
神
奉
慰
の

た
め
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
毎
年
奉
納
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
で
、
横
二
・
七
六
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
二
・
一
九
メ
ー
ト
ル
の
ジ
ャ
ン
ボ
絵
馬
と

し
て
新
春
の
靖
國
の
名
物
と
な
っ
て
い
る
。

靖國神社奉納大絵馬
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加
え
て
、
戦
没
者
慰
霊
に
大
御
心
を
か
け

ら
れ
る
天
皇
陛
下
の
強
い
御
意
志
の
下
、

近
々
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
パ
ラ
オ
諸
島
慰

霊
御
訪
問
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
報
道
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
由
民
主
党
内
に
設
置

さ
れ
た
戦
没
者
遺
骨
帰
還
に
関
す
る
特
命
委

員
会
が
年
余
に
わ
た
る
検
討
を
経
て
、
戦
没

者
遺
骨
収
集
推
進
に
関
す
る
議
員
立
法
の
国

会
提
出
を
準
備
中
と
の
情
報
も
聞
か
れ
ま

す
。
そ
の
実
現
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
大
東
亜
戦
争
が
終
結
し
て

七
十
周
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

七
十
年
と
言
え
ば
、
二
十
歳
で
出
征
さ
れ
、

復
員
さ
れ
た
方
々
が
九
十
歳
、
戦
後
に
誕
生

さ
れ
、
戦
争
の
記
憶
の
な
い
人
達
で
す
ら

七
十
歳
を
迎
え
ら
れ
る
年
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
長
い
歳
月
の
中
で
、
国
民
の
多
く
が
世
代

交
代
し
、
平
和
と
繁
栄
の
日
常
に
身
を
堕
し

て
、
大
東
亜
戦
争
の
戦
没
者
の
記
憶
も
忘
れ

去
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
私
ど
も
が
今
日
享
受
す
る
平
和
と
繁

栄
が
、
こ
の
国
と
民
族
の
た
め
に
苦
し
い
戦

争
を
戦
い
、
雄
々
し
く
散
っ
て
逝
か
れ
た
戦

没
者
の
尊
い
犠
牲
が
礎
と
な
っ
て
築
か
れ
て

い
る
こ
と
を
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
終
戦
七
十
周
年
の
節

目
の
年
に
当
た
り
、
改
め
て
大
東
亜
戦
争
の

戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
を
思
い
起
こ
し
、
慰
霊

の
誠
を
捧
げ
、
そ
れ
を
次
の
世
代
に
伝
え
て

い
く
た
め
、
私
ど
も
協
議
会
が
果
た
す
べ
き

責
務
の
重
要
性
に
思
い
を
新
た
に
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

本
協
議
会
は
、
事
業
項
目
の
第
一
項
目
に

「
戦
没
者
崇
敬
に
関
す
る
思
想
の
普
及
」
を

掲
げ
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
年
の
全
て
の
事

業
の
展
開
に
お
い
て
も
、
戦
没
者
慰
霊
思
想

の
普
及
啓
蒙
、
と
り
わ
け
、
戦
争
の
記
憶
の

な
い
若
い
世
代
へ
の
啓
蒙
に
狙
い
を
定
め
て

努
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
本
年
も
例
年
同
様
、
七
月
に
本
協

議
会
参
加
団
体
及
び
協
力
団
体
の
合
同
の
形

で
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
を
執

り
行
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
み
、
解
散
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
戦
没
者
慰
霊
団
体
に
つ
い
て

も
、
永
代
会
員
と
し
て
、
そ
の
お
名
前
を
連

ね
、
共
に
慰
霊
顕
彰
の
誠
を
捧
げ
て
い
た
だ

く
形
を
、
引
き
続
き
大
事
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
諸
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
各
団

体
の
行
う
慰
霊
事
業
の
次
の
世
代
へ
の
継
承

の
工
夫
な
ど
、
戦
没
者
慰
霊
事
業
永
続
の
た

め
の
協
議
会
へ
の
御
提
言
、
御
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
是
非
お
聞
か
せ
下
さ
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
戦
没
者
の
御
遺
骨
帰
還
事
業
は
、

政
府
派
遣
遺
骨
収
集
団
に
民
間
公
募
団
体
が

参
加
す
る
形
で
毎
年
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
協
議
会
は
今
年
も
遺
骨
帰
還
事
業
団

体
と
し
て
応
募
し
、
御
遺
骨
を
一
柱
で
も
多

く
故
国
に
お
迎
え
す
る
た
め
、
力
を
尽
く
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
関
係
諸
団
体
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
例
年
に
変
わ
ら
ず
要
員
派
遣
等

に
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
戦
没
者
の
御
遺
骨
帰
還
の

た
め
、
目
下
国
が
検
討
中
の
施
策
の
促
進
に

つ
い
て
も
、
協
議
会
と
し
て
出
来
る
範
囲
の

精
一
杯
の
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
関
係
諸
団
体
の
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
を
回
顧
し
、
新
年
へ
の
願
い
を
思
い

つ
く
ま
ま
に
記
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
こ
れ

ら
を
頭
に
思
い
描
き
な
が
ら
、
心
新
た
に
、

年
頭
の
靖
國
神
社
の
神
前
に
額
ず
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
年
も
、
皆
様
の
御
協
力
と
御
支
援
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
26
年
10
月
17
日
（
金
）、
爽
や
か
な

秋
晴
れ
の
下
、
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
お

い
て
、
当
奉
仕
会
主
催
の
本
年
度
秋
季
慰
霊

祭
が
常
陸
宮
、
同
妃
両
殿
下
の
御
臨
席
の

下
、
厳
粛
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
六
角
堂
に
は
、
常
陸
宮
殿
下
御
下

賜
の
大
花
籠
が
飾
ら
れ
、
そ
の
両
側
に
は
、

内
閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
院
議
長
、
最
高
裁

判
所
長
官
、
各
省
大
臣
、
各
都
道
府
県
知
事

他
各
方
面
か
ら
の
生
花
が
並
べ
ら
れ
、
ま
た

前
列
に
は
果
物
、
日
本
酒
な
ど
供
物
が
整
然

と
供
え
ら
れ
た
。

式
典
は
13
時
、
常
陸
宮
、
同
妃
両
殿
下
が

御
臨
場
に
な
り
、
開
会
が
宣
言
さ
れ
、
国
歌

「
君
が
代
」
斉
唱
、
次
い
で
表
千
家
流
佐
藤

久
仁
氏
に
よ
る
献
茶
の
儀
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
堀
内
光
雄
奉
仕
会
会
長
が
式
辞

（
別
掲
）
を
述
べ
た
。
堀
内
会
長
は
式
辞
の

中
で
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
国
難
に
殉
じ
ら

れ
た
戦
没
者
に
対
し
、
心
か
ら
な
る
感
謝
と

哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
共
に
、
慰
霊
奉
賛
の

灯
火
を
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
く
と
固
い
決

意
を
述
べ
た
。

こ
の
後
、
吉
永
洲
神
氏
（
尺
八
・
岡
田
純

明
氏
）
が
昭
和
天
皇
の
御
製
を
、
吉
野
一
心

氏
（
龍
笛
・
逢
坂
龍
信
氏
）
が
今
上
陛
下
の

御
製
を
朗
々
と
吟
じ
た
。
続
い
て
児
童
合
唱

団
「
音
羽
ゆ
り
か
ご
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
海
ゆ
か
ば
」
な
ど
唱
歌
の
斉
唱
が
あ
っ
た

が
、
児
童
の
さ
わ
や
か
で
澄
み
き
っ
た
歌
声

は
、
吟
詠
と
共
に
英
霊
に
も
し
っ
か
り
届
い

た
も
の
と
思
わ
れ
た
。

こ
の
後
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
の
追

悼
の
辞
（
別
掲
）
を
、
代
理
・
衛
藤
晟
一
総

理
大
臣
補
佐
官
が
代
読
さ
れ
た
が
、
そ
の
中

で
安
倍
総
理
は
、
戦
没
者
の
御
霊
に
心
か
ら

哀
悼
の
意
を
表
さ
れ
る
と
共
に
、
今
な
お
海

外
に
眠
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
の
御
遺
骨
を
１

謹　賀　新　年
公
益
社
団
法
人

　
隊

　
友

　
会

会　
　

長　
　

西　

元　

徹　

也

理　
事　
長　
　

先　

崎　
　
　

一

常
務
理
事　
　

増　

田　

好　

平

常
務
理
事　
　

𠮷　

川　

榮　

治

常
務
理
事　
　

吉　

田　
　
　

正

公
益
財
団
法
人

　
特
攻
隊
戦
没
者

　
　
　
　
　
　
　
慰
霊
顕
彰
会

理　
事　
長　
　

杉　

山　
　
　

蕃

副
理
事
長　
　

藤　

田　

幸　

生

専
務
理
事　
　

衣　

笠　

陽　

雄

事
務
局
長　
　

羽　

渕　

徹　

也

航
空
自
衛
隊
退
職
者
団
体

　
　
　
つ

　
ば

　
さ

　
会

会　
　

長　
　

遠　

竹　

郁　

夫

副　
会　
長　
　

杉　

山　
　
　

弘

副　
会　
長　
　

藤　

川　

壽　

夫

副　
会　
長　
　

山　

本　

修　

三

副　
会　
長　
　

吉　

田　
　
　

正

専
務
理
事　
　

菊　

川　

忠　

継

副
専
務
理
事　

長　

島　

修　

照

一
般
社
団
法
人

　
日
本
郷
友
連
盟

　

会　
　

長　
　

寺　

島　

泰　

三　

　

副　
会　
長　
　

西　

元　

徹　

也

　

副
会
長
兼
郷
友
総
合
研
究
所
長

　
　
　
　
　
　
　

倉　

田　

英　

世

　

専
務
理
事　
　

新　

井　

光　

雄　

　

常
務
理
事
兼
編
集
者

　
　
　
　
　
　
　

勝　

木　

俊　

知

　

常
務
理
事
兼
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　

中　

村　
　
　

弘

　

常
務
理
事　
　

冨　

田　
　
　

稔　

　

医
療
法
人
社
団　

伍　

光　

会

　

株
式
会
社　

青　

林　

堂

　

同
台
経
済
懇
話
会

　

株
式
会
社

　
　
　

防
衛
シ
ス
テ
ム
研
究
所

　

株
式
会
社　
　

リ　

エ　

イ　

ト

　

平
成
二
十
六
年
度

　
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰
霊
祭

千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会　
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日
も
早
く
祖
国
日
本
に
お
迎
え
す
る
よ
う
政

府
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
決

意
を
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
参
列
者
一
同
起
立
す
る
な
か
、

常
陸
宮
、
同
妃
両
殿
下
が
墓
前
に
進
ま
れ
て

戦
没
者
に
御
拝
礼
、
黙
祷
を
捧
げ
ら
れ
た
。

こ
の
間
参
列
者
一
同
も
両
殿
下
と
一
緒
に
拝

礼
、
黙
祷
し
て
、
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
た
。

続
い
て
陸
海
空
自
衛
隊
の
各
代
表
部
隊
が

音
楽
隊
と
共
に
威
容
を
整
え
て
整
斉
と
拝
礼

し
た
。
式
典
の
最
後
に
、
祭
主
の
奉
仕
会
会

長
、
総
理
大
臣
代
理
他
参
列
者
の
献
花
が
行

わ
れ
た
。

今
年
度
の
慰
霊
祭
に
は
、
英
・
仏
・
独
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
駐
日
大
使
な
ど
九
ヵ
国
の

大
使
館
か
ら
の
ご
参
列
が
あ
っ
た
。

式
　
　
辞

本
日
こ
こ
に
、
常
陸
宮
、
同
妃
両
殿
下

の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
御
遺
族
及
び
御
来
賓

多
数
の
御
参
列
を
頂
き
、
こ
こ
国
立
千
鳥

ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰
霊
祭
を
挙
行
で

き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
感
激
に
耐
え
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
終
戦
以
来
六
十
九
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
先
の
大
戦
に
お
き
ま
し
て
は
、

若
者
を
始
め
多
く
の
同
胞
が
祖
国
の
安
泰

を
念
じ
て
戦
場
に
赴
き
、
勇
戦
敢
闘
、
戦

火
に
散
り
、
或
い
は
辺
境
の
地
に
於
い
て

抑
留
中
に
一
命
を
失
っ
た
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
更
に
又
、
少
な
か
ら
ざ
る
一

般
邦
人
の
方
々
が
戦
闘
に
参
加
し
て
、
痛

ま
し
く
も
命
を
失
い
ま
し
た
。
祖
国
を
離

れ
遠
い
異
国
の
地
で
、
愛
す
る
家
族
を
、

そ
し
て
故
郷
の
山
河
を
想
い
な
が
ら
貴
い

命
を
国
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
戦
没
者
の

心
を
思
う
と
き
、
万
感
胸
に
迫
り
筆
舌
に

尽
く
し
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
又
一
方

で
愛
し
い
方
々
を
失
わ
れ
た
ご
遺
族
の 

ご
心
情
を
察
す
る
に
、
今
な
お
耐
え
難
い
深

い
胸
の
痛
み
を
覚
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
日
私
達
は
、
平
和
で
豊
か
な
生
活
を
享

受
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
戦
没
者
の

方
々
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で

あ
り
、
英
霊
の
ご
加
護
が
あ
っ
た
こ
と
を
片

時
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
謹
ん
で
国
難
に
殉
じ
ら
れ
た
戦

没
者
の
方
々
に
心
か
ら
な
る
感
謝
と
哀
悼
の

誠
を
さ
さ
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

当
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
は
、
現
在
、

海
外
で
戦
没
さ
れ
た
方
々
の
御
遺
骨

三
十
六
万
九
十
六
柱
が
奉
安
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ご
遺
骨
収
容
の
努
力
は
今
な
お
続
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
日
未
だ
海
外
に
眠
る

百
十
三
万
の
多
く
の
遺
骨
が
あ
り
、
一
日
も

早
い
ご
帰
還
を
ご
遺
族
の
皆
様
と
共
に
お
待

ち
申
し
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
、
公
益
財
団
法
人
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者

墓
苑
奉
仕
会
は
、
本
墓
苑
に
奉
安
さ
れ
て
い

る
ご
遺
骨
は
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
全

戦
没
者
を
含
め
た
方
々
の
ご
遺
骨
を
象
徴
す

る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
当
墓
苑
が
戦
没

者
の
慰
霊
奉
賛
の
場
と
な
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

幸
い
関
係
各
方
面
の
温
か
い
ご
理
解
も

得
ら
れ
、
そ
の
実
現
に
ご
協
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
千
鳥

ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
が
、
先
の
大
戦
の
全
戦

没
者
の
慰
霊
奉
賛
の
灯
火
を
守
る
国
民
的

聖
苑
と
し
て
、
こ
れ
を
力
強
く
次
の
世
代

へ
と
伝
え
る
べ
く
努
力
を
続
け
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
今
一
度
、
戦
没
者
の
御
霊
の

安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
ご
遺
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。平

成
二
十
五
年
十
月
十
八
日

（
公
財
）
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会

�

会
長

　
堀

　
内

　
光

　
雄

常陸宮、同妃両殿下御拝礼式辞・堀内奉仕会会長
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追
悼
の
辞

本
日
、
常
陸
宮
、
同
妃
両
殿
下
の
ご
臨

席
の
下
、
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰

霊
祭
が
挙
行
さ
れ
る
に
当
た
り
、
謹
ん
で

追
悼
の
言
葉
を
申
し
述
べ
ま
す
。
先
の
大

戦
で
は
、
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
眠
っ

て
お
ら
れ
る
三
十
六
万
余
の
方
々
を
始

め
、
多
く
の
方
々
が
、
祖
国
を
想
い
、
愛

す
る
家
族
を
案
じ
つ
つ
、
遠
い
異
郷
に
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
の
我
が
国
の
平

和
と
繁
栄
の
陰
に
、
戦
没
者
の
方
々
の
尊

い
犠
牲
が
あ
っ
た
こ
と
に
想
い
を
致
し
、

謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

来
年
、
戦
後
七
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と

と
な
る
今
日
、
未
だ
多
く
の
ご
遺
骨
が
ふ

る
さ
と
へ
の
ご
帰
還
を
果
た
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
国
の
責
務
と
し
て
、
一
日
も
早
く

祖
国
へ
お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、

政
府
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
私
達
は
、
歴
史
に
謙
虚
に
向
き
合
い
、

そ
の
教
訓
を
深
く
胸
に
刻
み
つ
つ
、
先
の

大
戦
の
記
憶
を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
に
全
力
を
尽
く

し
て
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
戦
没
者
の
御
霊
の
安
ら
か

な
ら
ん
こ
と
を
、
そ
し
て
、
ご
遺
族
の
皆

様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
私
の

追
悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
十
月
十
七
日

�

内
閣
総
理
大
臣

　
安

　
倍

　
晋

　
三

（
代
読

�

内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官

　
衛
藤
晟
一
）

追悼の辞・総理大臣（代理衛藤総理補佐官）

自衛隊統合・陸上・海上・航空各幕僚長

常陸宮、同妃両殿下

合唱・音羽ゆりかご会の皆さん

ご参列の各国大使

御製奉唱・吉野、逢坂両先生

献茶の儀・佐藤久仁先生

御製奉唱・吉永、岡田両先生












